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１．さいたま市桜区の現状と課題

・桜区における路線バスの運⾏便数は、
北浦和駅〜埼⽟⼤学が最も多く、次い
で北浦和駅〜⼤久保、⼤宮駅〜さいた
ま市⺠医療センター・加茂川団地、浦
和駅〜桜区役所が多く、 150 250 便
⽇程度運⾏している。

・その他の系統は 100 便 ⽇未満と少
なく、⼤久保地区などの外縁部では運
⾏便数が少なくなっている。

・外縁部における公共交通サービスを補
完するため、桜区コミュニティバス、乗合
タクシー「むさし号」が運⾏している。

公共交通サービス

引⽤︓資料1-2_桜区AIデマンド実証実験
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p116354_d/fil/1-2.pdf
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１．さいたま市桜区の現状と課題
公共交通サービス

・桜区コミュニティバスの利⽤者
数は、コロナ禍以降回復基調に
あるものの、収⽀率は低下する
傾向となっている。

・また、乗合タクシー「むさし号」に
ついても、令和３年９⽉の運⾏
開始以降、着実に利⽤者数は
増加しているものの、収⽀率は
１０％を下回っており、市内乗
合タクシー路線において最も低
い収⽀率となっている。

引⽤︓資料1-2_桜区AIデマンド実証実験
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p116354_d/fil/1-2.pdf
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１．さいたま市桜区の現状と課題
地域の特性
・40代〜50代の⼈⼝⽐が⾼いほか、
埼⽟⼤学が⽴地していることもあり、
学⽣（20 代前半）の居住が多い。
・⾼齢化率は市平均に近く、 70 
歳代以上の⾼齢者層の移動⽀援
の重要性も⾼い。
・令和4年度の実証実験においては、
40代の利⽤（全体の32.3%）が
最も多く、次いで 80 代の利⽤
（全体の 22.4%）が多く、多様
な層からの利⽤が⾒込まれる。
・滞在が多い場所はエリア内に点在
しており、概ね既存公共交通機関
によってカバーされている状況にある。

引⽤︓資料1-2_桜区AIデマンド実証実験
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p116354_d/fil/1-2.pdf
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２．令和４年度の前回実証との違い

項⽬ 実施内容

実施期間 令和４年11⽉23⽇〜12⽉3⽇
計11⽇間

運⾏⽇ 毎⽇

運⾏時間 8:30〜18:00

運賃 無償

乗降所数 40箇所

⾞両台数 ハイエース２台

予約⽅法 電話、LINE、表⽰機

予約制限 １週間前から10分前まで

実施期間 令和６年11⽉15⽇〜2⽉14⽇
計59⽇間

運⾏⽇ ⼟⽇祝、年末年始は運休

運⾏時間 同⼀

運賃 有償
均⼀制１乗⾞300円※⼦ども、障が
い者、乗り継ぎ割引あり

乗降所数 54箇所

⾞両台数 ワンボックス⾞両１台

予約⽅法 同⼀

予約制限 同⼀

令和４年度実証 令和６年度実証
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３．令和６年度実証の企画
実証実験の概要
・運⾏時間を8:30〜18:00
とし、区域内へ54箇所の停
留所を設置。

• 停留所の⼀部をモビリティハ
ブ（乗継スポット）に位置
付け、路線バスやコミュニティ
バス等との乗り継ぎ利⽤者
へ割引を実施。

• 乗継スポットのうち、プラザウ
エスト／桜区役所には、呼
出専⽤表⽰器を設置

引⽤︓08_資料6_⻄区・桜区におけるAIデマンド交通実証実験について
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p118840_d/fil/08_.pdf
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３．令和６年度実証の企画
本事業のねらい

引⽤︓資料1-2_桜区AIデマンド実証実験
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p116354_d/fil/1-2.pdf
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４．運⾏サービスの特⻑

・運⾏ルート・ダイヤを定めない「デマンド交通」を運⾏する。
・デマンド交通は、あらかじめ定められた停留所でのみ、乗降することができる。
・路線バスのターミナル停留所をデマンド交通の停留所と兼ねる“モビリティハブ”とするとともに、路線バスとデマンド交通の
乗り継いで利⽤する場合に乗継割引を適⽤し、既存路線バスへの乗換えや乗継をしやすくする。

・また、⼀部の“モビリティハブ”に、相互の公共交通に係る情報を取得できる情報提供端末（サイネージ）等を設置する。

サービス設計案（運⾏計画）

引⽤︓資料1-2_桜区AIデマンド実証実験
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p116354_d/fil/1-2.pdf
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４．運⾏サービスの特⻑
サービス設計案
（運賃割引）

引⽤︓資料1-2_桜区AIデマンド実証実験
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p116354_d/fil/1-2.pdf
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４．運⾏サービスの特⻑
サービス設計案
（停留所）

引⽤︓資料1-2_桜区AIデマンド実証実験
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p116354_d/fil/1-2.pdf

・５４停留所の内、６箇所をモビリティハブ
として設置し、路線バスへの乗り継ぎや施設
機能を付加した。
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４．運⾏サービスの特⻑
サービス設計案
（モビリティハブ）

・モビリティハブは 、「 MaaS 
やシェアリングエコノミーの考え
⽅を取り⼊れた、バス等の⼤
量輸送 交通やシェアサイクル
等の多様 な交通モードとの接
続・乗継 拠点」などと 定義 さ
れるが、 近年では 、地域特
性を活かし様々な機能を有す
るモビリティハブ が登場
・今回の実証実験では 、 6 
箇所のバス停留所（右表）
において 、路線バスとデマンド
交通の乗継に加え 、各種付
加機能の設置を検討

引⽤︓資料1-2_桜区AIデマンド実証実験
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p116354_d/fil/1-2.pdf
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４．運⾏サービスの特⻑

・LINEからAIデマンド交通の予約が可能。
・ AIデマンド交通だけでなく、路線バスやコミュニティバスを含めた経路検索が可能。

サービス設計案（乗り換え検索）
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４．運⾏サービスの特⻑

・AIデマンド交通の⾞内にサイネージを設置
・ 利⽤者にわかりやすいように乗り換え案内や次の停留所を表⽰（時間や予約と連動しシステムで表⽰内容を管理）

サービス設計案（社内サイネージ）
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５．実施した効果

・実証実験中の利⽤者数は延
べ572⼈、1⽇あたりでは9.7
⼈/⽇が利⽤

・AIデマンド交通の⽉別予約
件数は、11/15の実験開始
以降、着実に増加し、終了⽉
の2⽉の予約件数は１０件/
⽇に増加

・AIデマンド交通の利⽤者数も
予約件数と同様に増加。また、
桜区内を運⾏するコミュニティ
バスは⼤幅に増加をみせ、乗
合タクシーむさし号は、前年と
ほぼ同⽔準の利⽤者となった。

利⽤状況（⼈数）

引⽤︓08_資料6_⻄区・桜区におけるAIデマンド交通実証実験について
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p118840_d/fil/08_.pdf
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５．実施した効果

・最も利⽤の多い停留所は「⻄
部総合病院」が106⼈、次い
で「さいたま市⺠医療センター」
が89⼈、「プラザウエスト／桜区
役所」が89⼈、「⼤久保東公
⺠館ヤオコー南側」が69⼈、
「⽂明堂あおぞら⼯房」が62⼈
となっている。

・「さいたま市⺠医療センター」、
「埼⽟⼤学正⾨バス停」、「加
茂川団地」などの乗継スポット
は降⾞利⽤が多い傾向となって
いるが、「プラザウエスト／桜区
役所」は乗⾞利⽤・降⾞利⽤
がほぼ同数となっている。

利⽤状況（乗降所別）

引⽤︓08_資料6_⻄区・桜区におけるAIデマンド交通実証実験について
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p118840_d/fil/08_.pdf
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５．実施した効果

・実験期間中の乗継スポット
（モビリティハブ）による乗継利
⽤は６６件であり、乗継スポッ
トでの利⽤の約３割を占めた。

・利⽤の多い乗継スポットは、
「プラザウエスト／桜区役所」が
最も多く、次いで「さいたま市⺠
医療センター」となっている。「プ
ラザウエスト／桜区役所」は出
発・到着の両⽅で利⽤されてい
るが、他の乗継スポットは降⾞
時に利⽤される傾向となってい
る。

利⽤状況（モビリティハブ）

引⽤︓08_資料6_⻄区・桜区におけるAIデマンド交通実証実験について
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p118840_d/fil/08_.pdf
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５．実施した効果

利⽤状況
（参考︓他地区と
の⽐較）

引⽤︓08_資料6_⻄区・桜区におけるAIデマンド交通実証実験について
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p118840_d/fil/08_.pdf
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５．実施した効果

・アンケート調査によると、実験期間中に
AIデマンド交通を利⽤した⽅の約８割が
「⾮常に満⾜」、「やや満⾜」と回答。
・年代別でみると、64歳以下は６割程度
とやや低く、「どちらとも⾔えない」が⽐較的
多くなっている。65歳以上の⾼齢世代で
は、
約9割が満⾜と回答しており、⾮常に⾼い
満⾜度となった。
・満⾜と評価した⽅の理由としては、予約
が容易で時間の⾃由度が⾼い、バス停が
近いなどのAIデマンド交通の利便性の⾼さ
に加え、路線バスより待ち時間が少ない、
タクシーよりも経済的といった従来の交通
⼿段との⽐較優位性が評価されている。ま
た、少数ではあるが、運⾏範囲や停留所
配置等の課題を指摘する声も挙げられた。

利⽤状況（利便性向上利⽤満⾜度）

引⽤︓08_資料6_⻄区・桜区におけるAIデマンド交通実証実験について
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p118840_d/fil/08_.pdf
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５．実施した効果

・実験期間中の乗継利⽤件数は６６
件であり、予約件数の約１割、乗継ス
ポット利⽤の予約件数の約３割であっ
た。利⽤予約別にみると、障がい者の
乗継利⽤件数が⽐較的多く、受容性
が⾼いことがうかがえる
・アンケート調査によると、乗継利⽤は
若い世代への受容性は⾼いものの、年
齢とともに利⽤割合が減り、認知しつつ
も利⽤しない⽅が増加しており、⾼齢
者にはやや抵抗があるものと考えられる。
・また、普段の公共交通の利⽤状況別
にみると、路線バスをよく利⽤する⽅の
受容性が⽐較的⾼い結果であった。

効果検証（モビリティハブの受容性）

引⽤︓08_資料6_⻄区・桜区におけるAIデマンド交通実証実験について
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p118840_d/fil/08_.pdf
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５．実施した効果

・AIデマンド交通はタクシー事業
に近く、バス事業とは異なるため、
バス事業者にとっては効率化は
期待できない。

・また、バスの運転⼿には、狭隘
な道路事情での安全運⾏や乗
降時の停⾞スペースがない、乗
客とのコミュニケーションなど、従
来業務と異なる対応が必要と
なることから、ドライバーへの負
担はやや⼤きくなることがうかが
える。

効果検証（運⾏効率性運転⼿・オペレータの負担）

引⽤︓08_資料6_⻄区・桜区におけるAIデマンド交通実証実験について
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p118840_d/fil/08_.pdf



© 2025 Fujitsu LimitedFujitsu Restricted

５．実施した効果

・実証実験における効果と課題
• 今回の実証実験により、桜区においてはAIデマンド交通は運⾏効率性の⾼く、利⽤者満⾜度も⾼い交通モードとして機能し、
他の交通モードと⽐較しても⾼い効率性を発揮する。
• また、利⽤者のモビリティハブや乗り継ぎ利⽤に対する受容性は⽐較的⾼く、基幹的な公共交通までのアクセス⼿段として機
能する可能性も⾼い
• ⼀⽅で、周知不⾜や実験期間の短さ等から、市⺠意識への定着が進まず、利⽤者数が伸び悩んだため、AIデマンド交通の
ポテンシャルが⼗分に発揮でいない可能性あり（利⽤が増えれば更なる効果も期待される）

今後の展開
• 桜区の当該エリアにおいて、AIデマンド交通は、効率性・利便性の⾼い交通モードとして機能するとともに、モビリティハブの設
置によって乗り継ぎ⾏動も促進されることから、既存の公共交通である、路線バス、コミュニティバス、乗合タクシーに、AIデマンド
交通やモビリティハブを加え、当該エリアにおける最適な公共交通体系のあり⽅を検討する
• また、モビリティハブについては、地域条件に応じて受容性も変化することから、条件の異なる地区にて引き続き、受容性や有
⽤性について検証する

今後に向けた課題・⽅針

引⽤︓08_資料6_⻄区・桜区におけるAIデマンド交通実証実験について
https://www.city.saitama.lg.jp/006/008/002/012/004/013/p118840_d/fil/08_.pdf
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実証運⾏を請負った国際興業様からコメント

・実証実験期間後半では利⽤者数が増加傾向にあったため、実証実験の認知度
向上のための施策を、市と連携しながら更に展開すると良かったかもしれない。

・利⽤の中⼼は圧倒的に⾼齢者の⽅々であり、現役世代の⽅々の利⽤に繋がる
プロモーションを、次回、機会があれば検討できればと考える。

・今回、さいたま市様からの業務受託として区域運⾏の路線申請から停留所設置、
利⽤予約の受付、⾞両の運⾏までの業務を⼀貫して⾏った。
地域に密着したバス事業者として、さいたま市様と更なる連携強化を通じて
地域活性化に貢献していきたい。
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内容に関してのご質問は、
以下までお問い合わせください

メールアドレス、連絡先などを⼊⼒


